　　　　　　　　　　　　　　　　　土地売買契約書

第１条　山田太郎（以下「甲」という。）は田中五郎（以下「乙」という。）に対し、後記表示の土地を売り渡すことを約し、乙はこれを買い受ける。

第２条　売買価格は実測面積を基準として１平方メートル当たり金＊＊円とし、乙は甲に対し総額金＊＊円を下記のとおり支払う。

（１）本日手付金として金＊＊円（残代金支払のとき代金に充当）

（２）残金＊＊円を平成＊＊年＊月＊＊日までに、後記土地の所有権移転登記申請と引き換えに支払う。

第３条　甲は乙に対し、平成＊＊年＊＊月＊＊日までに前条（２）の残代金受領と引換えに後記土地の所有権移転登記申請をなし、かつ同日までに同土地を更地として乙に引き渡すものとする。

二　前項所有権移転登記申請のとき後記土地の所有権は乙に移転する。

第４条　甲は乙に対し、前条第１項の所有権移転登記申請のときまでに、後記土地についての抵当権、賃借権その他一切の担保物権、利用権、請求権等の負担の全てを消滅せしめ、完全な所有権を移転しなければならない。

第５条　甲は乙に対し、第３条の引渡のときまでに後記土地の周囲の地主及び借地人より後記図面に記載の各境界につき何ら異議なきことを証する書面をとりまとめ交付する。

第６条　後記土地の所有権移転登記に必要な登録免許税、登記申請手続費用、売渡証の作成費用は乙の負担とし、上記所有権移転登記申請前に必要な更正、所有権名義人表示変更、分筆（又は合筆）等の登記手続費用は甲の負担とする、

第７条　後記土地に対する公租公課は、第３条の所有権移転登記完了の日を基準として、その日以前に相当する分を甲、その日の翌日以降に相当する分を乙の負担とする。

第８条　甲又は乙のいずれかが、この契約の履行に着手するまでは、甲は乙に対し手付金の倍額を返還し、乙は甲に対して手付金を放棄して、本契約を解除することができる。

二　前項の場合は互いに損害賠償の請求をすることはできない。

第９条　当事者のいずれか一方に本契約上の債務不履行のあったときは、その相手方たる当事者は不履行の当事者に対して相当の期間を定めて履行を催告し、本契約を解除することができる。

第１０条　前条によって本契約が解除された場合、不履行の当事者は売買代金の＊＊％（２０％以上は不可）に相当する金額を損害賠償として支払う義務を負う。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売主（甲）山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買主（乙）田中五郎　印

（不動産の表示）

所在　　　＊＊区＊＊町＊＊町目

地番　　　＊＊番＊＊

地目　　　宅地

地積　　　公簿上　＊＊、＊＊平方メートル

　　　　　実測　　＊＊、＊＊平方メートル

（添付実測図のとおり、土地の現況は更地）
